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プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ー
ル

２
連
覇
狙
う

京都トーハン会総会

新
代
表
世
話
人
に
大
垣
氏

新代表世話人に就任
した大垣氏

「『HONYAL』で書店の
注目高める」とトー
ハン・川上社長

関西日販
会 総 会

洞
本
会
長

「
儀
式
か
ら
決
起
大
会
に
」洞本会長

「まずは読者づくり
を」と日販・奥村社長

株式会社診断と治療社株式会社診断と治療社

出版ERPに続き「PUBNAVI」導入で
半日仕事を 30 分以内で処理

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

鳥羽隼弥部長

『診断と治療』 『産科と婦人科』 『小児科診療』 『チャイルドヘルス』

　医学分野の専門雑誌と書籍を刊行する
診断と治療社は、電子書籍の販売を本格
化させたのに伴い、今年５月に電子書
籍の売上管理に光和コンピューターの
「PUBNAVI」を導入した。手作業で時
間をかけていた集計の負担が大幅に軽減さ
れたという。

創　立：1914 年（大正 3年）
代表者：藤実正太
所在地：〒 100-0014 東京都千代田区永田町

2-14-2　山王グランドビル 4階
電　話：03-3580-2770（総務・営業部）／

03-3580-2750（編集部）

ているが、「各電子書
店や電子取次からの売
上報告フォーマットが
バ ラ バ ラ で、 以 前 は
Excel に入力して整形
していましたが、量が
増えて半日仕事になっ
たうえにミスも発生す
ることが課題になって
いました」と営業部・
鳥羽隼弥部長は述べ
る。

電子の売上拡大で
作業煩雑に

　基幹システムはかつてオフコンを利用していた
が、PC サーバーに移行するため 2010 年に光和

機関誌『脳と発達』などの制作発行を受託してい
る。
　書籍の刊行は小児科、産婦人科、内科の分野を
中心に年間 60 点ほどの新刊を刊行。リハビリテー
ションや保育士向けの学校教科書も発行してお
り、稼働点数は約 700 点になる。
　販路としては医書専門書店と医書を扱うナショ
ナルチェーンの大型店、Amazon をはじめとし
たネット通販、一般書店からの客注、そして少量
だが自社 Web 経由の直接販売がある。
　通常の書店には総合取次経由で送るが、医書専
門書店には医書出版社と専門書店で設立した株式
会社日本医書配送センターが送品。同社は在庫の
保管や返品の改装なども同センターに委託してい
るため、同センターが総合取次にも搬入し、直販
の出荷も担っている。

　これを解消するために光和コンピューターの勧
めで「PUBNAVI」を導入。売上報告をそのま
ま取り込み、CSV 形式で基幹システムにアップ
ロードできるようカスタマイズもした。この結果、
半日仕事が 30 分もかからずに処理できるように
なったという。
　ただ、同社は紙版と電子版の印税を合わせて支
払っているため、まだ印税管理には「PUBNAVI」
を利用していない。今後、紙版にも対応するよう
になったら「PUBNAVI」を活用したいと鳥羽
部長は期待を示す。

コンピューターの販売管理、定期購読管理、広告
管理、印税原稿料支払管理、原価管理のシステム
を稼働。それ以来、版権使用管理やインボイス対
応など機能追加しながら利用を続けてきた。
　在庫管理や出荷など物流を委託している医書配
送センターにも端末を置き、書店からの注文や、
Web からの直接注文を基幹システムに入力する
ことで、同センターで注文書を出力して出荷する
体制をとる。
　電子書籍は点数の増加に伴い年々売上も拡大し

　同社は 1914 年に藤實人華が総合臨床医学雑誌
『近世医学』（現在の『診断と治療』）を創刊して
創業。その後、昭和初期に産科、小児科分野でも
いち早く雑誌を創刊。戦後は書籍の刊行も本格化
させ、近年は電子書籍の販売も強化している。昨
年、４代目社長に就任した藤実正太氏は弁護士活
動を経て出版社の経営に携わるという異色の経歴
を持つ。

電子書籍 200点超える
　電子書籍については、近年本格的に販売を開始。
それ以降、新刊と雑誌は原則として電子化してい
る。３年ほどで累計刊行点数は書籍と雑誌を合わ
せて 200 点を超える。
　医療関係者向けには医書出版社が共同で立ち上
げた「医書 .JP」、エムスリーが運営する医療情
報プラットフォーム「m3.com」、メテオが運営
する医療文献サービス「メディカルオンライン」

を通して販売。こうした販路で販売する専門的な
医学書は図版や画像が多いため、基本的に PDF
で電子書籍化している。
　このほか、図書館向けに紀伊國屋書店の学術和
書電子図書館サービス「KinoDen（キノデン）」
や丸善雄松堂の機関向け電子書籍提供サービス

「Maruzen eBook Library」を通して販売。一
般向けでもニーズがある電子書籍は電子取次メ
ディアドゥを通して通常の電子書店経由でも提供
している。

　現在、発行す
る雑誌は社名誌
の『診断と治療』
のほか、『産科
と婦人科』（1933
年創刊）、『小児
科 診 療 』（1935
年創刊）、『チャ
イルドヘルス』

（1998 年 創 刊 ）
の 4 誌と、日本
小児神経学会の

京
都
ト
ー
ハ
ン
会
の
第
75
回
総
会
が
10
月
17
日
、
京
都
市
北
区
の
賀
茂

別
雷
（
上
賀
茂
）
神
社
で
開
か
れ
、
２
０
２
３
年
度
「
全
国
ト
ー
ハ
ン
会

プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ー
ル
」
第
１
位
の
結
果
を
受
け
て
、
今
年
度
も
積
極
的
な

販
売
活
動
に
励
み
、
２
連
覇
を
目
指
す
と
し
た
。

総
会
に
は
書
店
、
出
版

社
、
関
係
者
ら
約
１
７
０
人

が
出
席
し
た
。
村
田
清
代
表

世
話
人
（
村
田
舞
鶴
堂
）
は

「
売
上
低
迷
、
後
継
者
不
足
、

最
低
賃
金
の
上
昇
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
、
書
店
閉
店

が
常
態
化
。
今
春
か
ら
商
品

配
送
が
１
日
遅
れ
る
地
域
も

出
て
く
る
な
ど
、
個
々
の
経

営
努
力
で
は
抜
本
的
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
」
と
厳
し
い

現
状
を
述
べ
た
。
一
方
で

「
昨
年
度
、
約
20
年
ぶ
り
に

プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ー
ル
総
合
１

位
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

出
版
社
の
素
晴
ら
し
い
商
材

提
供
、
会
員
書
店
の
底
力
と

団
結
力
、
そ
し
て
ト
ー
ハ
ン

京
都
支
店
の
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
お
か
げ
。
全
国
に

当
会
の
販
売
力
を
示
す
こ
と

が
で
き
、
誇
ら
し
い
」
と
謝

意
を
示
し
た
。

ま
た
、
本
総
会
を
も
っ
て

代
表
世
話
人
を
退
任
す
る
こ

と
を
報
告
し
、「
後
任
は
大

垣
守
弘
副
代
表
世
話
人
（
大

垣
書
店
）
が
就
任
す
る
こ
と

を
世
話
人
会
で
承
認
さ
れ

た
。
大
垣
さ
ん
に
は
持
ち
前

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
京
都
ト
ー
ハ
ン
会
を

引
っ
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ー
ル
の
同

会
内
表
彰
で
は
「
法
人
部

門
」
１
位
の
大
垣
書
店
（
京

都
市
）、
２
位
の
ダ
イ
レ
ク

ト
・
シ
ョ
ッ
プ
（
彦
根
市
）、

３
位
の
サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

（
長
浜
市
）
が
、「
個
店
部
門
」

で
は
１
位
の
大
垣
書
店
外
商

部
、
２
位
の
丸
善
京
都
本
店

（
京
都
市
）、
３
位
の
井
上
文

鴻
堂
（
同
）
が
ト
ー
ハ
ン
・

川
上
浩
明
社
長
か
ら
表
彰
を

受
け
た
。

値
上
げ
の
必
要
性

佐
藤
隆
信
東
京
世
話
人

（
新
潮
社
）
は
本
の
価
格
引

き
上
げ
に
つ
い
て
「
ジ
ャ
ン

ル
に
よ
っ
て
構
造
も
違
い
、

ま
た
編
集
者
は
安
価
に
し
た

い
思
い
が
強
く
、
各
出
版
社

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｌ
で

既
存
書
店
に
再
注
目

ト
ー
ハ
ン
・
川
上
社
長
は

ス
タ
ー
ト
し
た
小
型
書
店
の

開
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
少
額

取
次
サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

Ａ
Ｌ
（
ホ
ン
ヤ
ル
）」
に
つ

の
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
増
や

す
事
業
。
カ
フ
ェ
、
ホ
テ

ル
、
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
一
角
に
コ
ン
セ
プ
ト
に

合
う
本
売
場
を
併
設
、
企
業

が
新
規
事
業
と
し
て
書
店
に

参
入
、
無
書
店
地
域
の
自
治

体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
で
本
を
売
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
と
違
う
形
で
本
の
あ
る

空
間
を
つ
く
る
。
世
の
中
の

関
心
を
書
店
、
読
書
に
戻
し

た
い
」
と
事
業
の
趣
旨
を
説

明
。
さ
ら
に
、「『
自
分
が
本

屋
を
す
る
な
ら
』、『
近
く
に

本
屋
が
あ
っ
て
ほ
し
い
』
と

思
う
人
が
増
え
れ
ば
既
存
書

店
へ
の
注
目
も
高
ま
る
。
書

店
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

の
狙
い
も
あ
る
」
と
し
た
。

い
て
触
れ
、「
本
に

関
わ
り
た
い
人
の
思

い
に
応
え
、
人
と
本

は
苦
労
し
て
い
る
。
解
決
は

簡
単
で
は
な
い
が
、
今
の
価

格
設
定
で
は
業
界
が
も
た
な

い
。悪
い
談
合
は
ダ
メ
だ
が
、

皆
さ
ん
か
ら
声
を
あ
げ
る
の

は
問
題
な
い
。
業
界
の
力
を

挙
げ
て
値
上
げ
に
つ
な
げ
た

い
」
と
提
案
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
Ｓ

「
ア
レ
ン
パ
」を

園
遊
会
で
は
来
賓
の
ト
ー

ハ
ン
・
金
子
俊
之
上
席
執
行

役
員
が
「
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ー

ル
で
１
位
を
取
れ
た
の
は
、

村
田
代
表
世
話
人
、
井
上
雅

規
青
年
部
会
長
（
井
上
文
鴻

堂
）
が
率
先
し
て
販
売
に
当

た
っ
た
結
果
」
と
功
績
を
称

え
、「
タ
イ
ガ
ー
ス
は
『
ア

レ
ン
パ
』で
き
な
か
っ
た
が
、

京
都
ト
ー
ハ
ン
会
の
ア
レ
ン

パ
を
心
か
ら
願
う
」
と
２
年

連
続
の
奪
取
に
期
待
し
た
。

新
代
表
世
話
人
に
就
任
し

た
大
垣
氏
は
、
村
田
氏
に
労

い
の
言
葉
を
送
り
、
出
版
社

に
向
け
て
「
皆
さ
ん
の
出
版

物
を
し
っ
か
り
売
る
た
め
に

京
都
ト
ー
ハ
ン
会
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。
小

野
寺
優
東
京
世
話
人
（
河
出

書
房
新
社
）
の
乾
杯
の
あ
い

さ
つ
で
開
宴
し
た
。

関
西
日
販
会
の
第
13
回

通
常
総
会
が
10
月
16
日
、

兵
庫
県
神
戸
市
の
ソ
ラ
神

戸
で
開
か
れ
、
洞
本
昌
哉

会
長
（
ふ
た
ば
書
房
）
は

業
界
三
者
が
活
発
な
議
論

を
重
ね
る
必
要
性
を
、
日

ら
書
店
が
消
え
る
日

本

屋
再
生
！
識
者
30
人
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
社
）
に
つ
い
て
触

れ
、「
本
書
で
私
は
『
リ
ス

ク
は
す
べ
て
出
版
社
が
背
負

い
、
本
屋
は
委
託
で
商
売
し

て
い
る
の
で
安
全
』
と
述
べ

て
い
る
が
、
現
状
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
沈
み
、
仲
間
（
同

業
者
）
が
減
っ
て

い
る
」
と
危
機
感

を
示
し
、「
本
が

売
れ
な
い
の
は
書

け
な
い
。
活
発
な
議
論
で
明

日
か
ら
ど
う
戦
い
、
残
っ
て

い
く
か
を
考
え
る
決
起
大
会

け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
版

社
が
商
品
紹
介
や
企
画
提
案

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
承

認
。
会
員
書
店
と
出
版
社
の

交
流
、
情
報
収
集
の
機
会
を

増
や
し
て
い
く
と
し
た
。

第
二
部
の
「
経
営
者
セ
ミ

ナ
ー
」
に
は
出
版
社
ら
も
合

流
し
、
総
勢
約
１
５
０
人
が

参
加
。『
お
と
な
六
法
』（
ク

ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
）
の
著
者
で
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
も
活
躍

す
る
ア
ト
ム
法
律
事
務
所
代

表
の
岡
野
武
志
弁
護
士
が

ウ
ェ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
講
演
。
法
律
問
題
か

ら
登
録
者
数
１
７
０
万
人
を

超
え
る
動
画
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
語
り
、
参
加
者

は
興
味
深
く
聴
き
入
っ
た
。

懇
親
会
で
出
版
社
を
代
表

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
江
口
貴

之
社
長
が
「
連
続
テ
レ
ビ
小

説
『
お
む
す
び
』
が
間
も
な

く
神
戸
に
舞
台
を
移
す
。
阪

神・淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
。

こ
の
間
も
同
規
模
の
災
害
が

次
々
発
生
し
た
。
私
た
ち
は

壊
れ
た
堤
防
や
道
路
の
修
復

は
で
き
な
い
が
、
本
を
通
じ

て
小
さ
な
温
か
い
明
か
り
を

灯
す
こ
と
は
で
き
る
」と
し
、

「
被
災
地
で
、『
災
害
の
甚
大

さ
ば
か
り
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ

る
が
、
い
つ
も
通
り
の
歌
番

の
重
要
な
役
割
を
示
し
た
。

言
い
訳
せ
ず

読
者
づ
く
り
を

日
本
出
版
販
売
・
奥
村
景

二
社
長
は
「
１
億
２
０
０
０

万
人
の
う
ち
、
本
を
買
う
人

は
ほ
ん
の
一
部
。
そ
れ
以
外

の
人
は
全
て
可
能
性
。
政
府

へ
の
お
願
い
や
収
益
改
善

策
も
大
事
だ
が
、
そ
の
前

に
『
可
能
性
の
パ
イ
を
も
っ

と
増
や
そ
う
』
と
強
く
言
い

た
い
。
本
を
読
ん
で
い
な
い

人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、

メ
ー
カ
ー
、
小
売
り
、
我
々

流
通
も
読
者
を
つ
く
る
こ
と

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た

だ
ろ
う
か
。
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か

ら
読
者
を
引
っ
張
る
こ
と
も

で
き
る
。『
や
れ
な
い
』
と

言
い
訳
を
せ
ず
、
や
れ
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
み
ん

な
で
読
者
づ
く
り
に
取
り
組

も
う
」
と
訴
え
た
。

本
出
版
販
売
・
奥
村
景
二
社

長
は
政
府
へ
の
要
望
な
ど
よ

り
、
業
界
内
に
よ
る
読
者
づ

く
り
の
努
力
が
先
決
と
、
そ

れ
ぞ
れ
強
調
し
た
。

総
会
に
は
委
任
状
含
む
55

人
の
会
員
書
店
が
出
席
。
洞

本
会
長
は
、
自
身
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
今
年
刊
行

さ
れ
た
『
２
０
２
８
年
街
か

組
や
ド
ラ
マ
を
見
た

と
き
に
ホ
ッ
と
し
て

涙
が
出
た
』
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

本
も
同
じ
。
我
々
に

は
ま
だ
で
き
る
こ
と

が
あ
る
」
と
出
版
界

に
し
た
い
」
と
力
を
込

め
た
。

今
期
の
事
業
計
画

は
同
会
主
催
の
商
談

会
「
パ
ン
パ
ク
」
を
中

心
に
、
出
版
社
が
東
京

に
集
中
す
る
現
状
を
受

店
だ
け
で
は
な
く
、

出
版
社
も
販
売
会
社

も
同
じ
よ
う
に
厳
し

い
。
例
年
、
総
会
は

儀
式
の
よ
う
に
開
い

て
き
た
感
も
否
め
な

い
が
、
そ
れ
で
は
い

オ
ー
ク
ワ
グ
ル
ー
プ
で
和
歌
山
県
を

中
心
に
Ｗ
Ａ
Ｙ
書
店
な
ど
を
展
開
す
る

オ
ー・エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
本
社・

大
阪
市
）は
、11
月
１
日
付
で
田
村
書
店

（
本
社
・
豊
中
市
）
の
８
店
舗
の
運
営

を
引
き
継
ぐ
。
こ
れ
に
伴
い
、
対
象
店

舗
の
主
取
引
は
楽
天
ブ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
日
本
出
版
販
売
に
変
更
。

屋
号
は
引
き
続
き
「
田
村
書
店
」
を
使

用
。
希
望
す
る
従
業
員
も
引
き
継
ぐ
。

対
象
店
舗
は
千
里
中
央
店
、
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
店
、
緑
地
店
、
南
千
里
店
、

吹
田
さ
ん
く
す
店
、
天
下
茶
屋
店
、
武

庫
之
荘
北
店
、
川
西
店
。
田
村
書
店
は

現
在
、
11
店
舗
を
営
業
し
て
い
る
が
、

ほ
か
の
３
店
舗
は
閉
店
す
る
。

田
村
書
店
の

８
店
舗
引
き
継
ぐ

オ
ー
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
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